
ＴＡＭ１シリーズ
取扱説明書

今をみつめ、油空圧で新たな役割を追求する  

このたび　　　　　ラジアルピストン形エアモータＴＡＭ１シリーズをご採用ください
ましてまことにありがとうございます。
ご使用の前に、この取扱説明書をお読みいただき、正しくご使用くださいますように
お願いいたします。

エアモータ

1エアモータ取付時の注意事項
１）取付け

●

●

●

●

●

●

●

●

空気圧機器（エアフィルタ・エアレギュレータ・エアルブリケータ・方向切換弁等）は、できるだけエアモータの近くに取付けてください。

エアモータの回転方向は、出力軸側からみて後側（Ａポート）給気の場合は右回転、前側（Ｂポート）給気の場合は左回転です。

空気圧機器の故障の主な原因はゴミなどの異物です。配管する前に管内の圧縮空気［0.2MPa以上］で清浄にし、切粉・テープ

シールの切れ端・ゴミ・錆などが絶対に配管中に入らないよう注意してください。

エアモータと空気圧源との間の配管径は、エアモータのポート径にあわせてください。

距離が長くなる場合は配管径を一段上げてください。

必要な回転数に充分な空気量が得られるか確認してください。

空気圧入り口側にエアフィルタおよびエアドライヤなどを設備して、ゴミ・水分などを除去した清浄な空気をご使用ください。

排気側には効率のよいマフラを取付けてください。

エアモータを高速回転で使用する場合は、背圧の上がらないよう回路の構成に注意してください。

エアモータの取付けは､出力軸を横向き（エアブリーザ給油口を上に）、または下向きに取付けてください。出力軸を上向きには
取付けられませんのでご注意ください。

２）許容軸荷重
形　式 ＴＡＭ１－５０７※

ラジアル荷重

スラスト荷重

４９０

６８６ （注）ラジアル荷重は軸中央の荷重です。

３）配管

４）潤滑油
エアモータ内部の潤滑はオイルバス方式で、はねかけ給油をおこなっています。

油の種類：ＦＢＫタービン３２（日本石油）または相当耐摩耗性作動油。

ＭＩＮ

ＭＡＸ

補給量

440 cc

620 cc

180 cc

５）給油
空気圧供給側にエアルブリケータを設置して噴霧給油をしてください。

給油用の潤滑油はエアモータの潤滑油と同等品をご使用ください。

給油量は３～４滴/分に調整してください。
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●

●

●

●

●潤滑油容量　

横向き 下向き 上向き

単位：Ｎ

給油口

エアブリーザ

記載内容は予告なしに変更させて頂く場合がありますのでご了承ください。 2000年１２月

■

L ） - X ） -（

1 21東京都港区東新橋1--（今朝ビル）東京営業所
TE（03 5568 5621 FA 03 5568 5632

札幌営業所 札幌市東区北33条東13丁目3-43（第2エクセルナガタビル）
TEL（011）722-4555 FAX（011）722-4550

千葉営業所 千葉市中央区新千葉3-6-11（サン・アーバンダントヒル）
TEL（043）248-0199 FAX（043）203-0416

海老名営業所 神奈川県海老名市本郷469-3
TEL（046）238-5477 FAX（046）238-3501

甲 府 駐 在

大宮営業所 埼玉県大宮市堀の内3-317-4
TEL（048）645-5571 FAX（048）645-5570

仙台営業所 仙台市若林区白萩町37-25（センチュリー白萩1F）
TEL（022）238-1818 FAX（022）239-4486

新潟営業所 新潟市江南2-6-2（コーポ野沢A号）
TEL（025）287-8071 FAX（025）287-8077

太田営業所 群馬県太田市龍舞町1670-6
TEL（0276）46-5131 FAX（0276）46-1164

上田営業所 長野県上田市常磐城4-4-23（Y.J.Mビル）
TEL（0268）26-7722 FAX（0268）26-7725

郡 山 駐 在 TEL（024）947-2010 FAX（024）947-2011

■中部ブロック

名古屋市中村区佐古前町22-13（森ビル）名古屋営業所
TEL（052）482-1100 FAX（052）482-6352

静岡営業所 静岡市宮竹1-15-10（オフィスプレステージ1F）
TEL（054）237-5067 FAX（054）237-5068

豊田営業所 豊田市小坂本町5丁目1-2（豊田恒和ビル）
TEL（0565）33-7170 FAX（0565）33-8255

金沢営業所 金沢市松村町6-133
TEL（076）268-5100 FAX（076）268-5101

■近畿ブロック

大阪市東淀川区北江口1-1-1
TEL（06）6340-1117 FAX（06）6349-7021

京都営業所 京都市伏見区竹田段ノ川原町28-1
TEL（075）647-1177 FAX（075）647-1116

加古川営業所 兵庫県加古川市平岡町新在家149-7（パレードビル302）
TEL（0794）20-8021 FAX（0794）20-8023

岡山営業所 岡山市藤田676
TEL（086）296-2215 FAX（086）296-5864

■西部ブロック

広島市中区富士見町2-21（西村ビル）
TEL（082）243-3373 FAX（082）245-0069

広島営業所

福岡営業所 福岡市博多区山王1-1-15（ローズマンション山王1F）
TEL（092）452-3101 FAX（092）452-3107

熊本営業所 熊本市保田窪1-4-8（ソレイユノボルビル1F）
TEL（096）382-7000 FAX（096）383-9762

■海外セクション

大

東

阪

京 東京都港区東新橋1-1-21（今朝ビル）
TEL（03）5568-6231 FAX（03）5568-6237

本　　社 〒533－0002 大阪市東淀川区北江口1 – 1 – 1
URL:http://www.taiyo-ltd.co.jp

大阪市東淀川区北江口1-1-

TEL（06）6340-3090 FAX（06）6340-9508
1

東部ブロック

宇都 駐在宮

土 浦 駐 在

高 松 駐 在

大阪営業所

山梨県甲府市下飯田 2-2-3
TEL（055）226-1101 FAX（055）226-3101

福 山 駐 在

　（注）１．潤滑油容量ＭＩＮ．は、オイルゲージ中心までの油量を表します。

　　　２．ＭＩＮ.まで油量が減った場合、ＭＡＸ．との差だけ潤滑油を補給してください。

空気圧機器



2エアモータ運転時の注意事項
始動時、必ず潤滑油のレベルを確認してください。

回転方向が正しくなるよう配管されているか確認してください。

計画通りの空気圧力と空気量が確保されているか確認してください。

エアルブリケータの給油量を正しく調整してください。

被駆動物の軸との軸心の狂いはないか確認してください。

無負荷で連続運転は避けてください。推奨回転数範囲は（０．２～１）×最大出力時回転数です。
無負荷で空転を続けますと回転が上がり過ぎ、ロータリバルブに悪影響をおよぼします。

①

②

③

④

⑤

⑥

１）始動運転

3保守点検
２）常時運転
起動時必ずエアモータ内の潤滑油とルブリケータのオイルレベルを確認してください。

エアモータの最高使用圧力０．６MPaです。またカタログ表示の定格出力は０．５MPaの空気圧で得られます。
使用される常時設定の圧力が確保されているか確認してください。

①

②

１）潤滑油
エアモータ内の潤滑油は消費されますので、定期的に点検し、一定レベルに保持してください。

初動時の潤滑油の交換は２５時間後に取換えてください。その後２００時間毎に取換えてください。

エアルブリケータのオイルも定期的に点検し、減っている場合は補給してください。

●

●

２）エアフィルタ
エアフィルタは定期的に洗浄し、目づまりになるものを取り除いてください。

水抜きは定期的に点検し、確実に行ってください。オートドレン形フィルタの場合は自動的に排水されます。

●

●

３）その他
エアモータのケーシング内に水分がたまることがあります。著しい場合は、交換してください。

エアモータ各部の取付ボルトにゆるみがないか定期的に点検し、増締めを行ってください。

●

●

5エアモータの断面図と部品表

L形ﾌ゙ﾗｹｯﾄ
(ﾌーﾄ形の場合)
16337811 19272632 141324 17 2142930

9 23 181522132 2834102012 5
31

25

6

品番 品　　名

ケーシング

フランジ

パッキン

カバー

パッキン

キャップ

シリンダ

パッキン

クランクシャフト

バランスウェイト

コンロッド

リング

ピストンピン

ピストン

エアブリーザ

Ｌ形ブラケット

押え板

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

品番

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

18 #7206A

#7205A

NK40/30+1R354030

KD-0

TC-28×48×11

TC-22×35×8

P9

P20

AN05

AW05

M6×20

M6×30

M6×16

M6×16

M6×16

M8×18

Rc1/8

品　　名

ボールベアリング

ボールベアリング

ニードルベアリング

オイルゲージ

オイルシール

オイルシール

Ｏリング

Ｏリング

ナット

座金

六角穴付ボルト

六角穴付ボルト

六角穴付ボルト

六角穴付ボルト

六角穴付ボルト

六角穴付ボルト

プラグ

個数

 1

 1

 1

 2

 1

 1

10

 1

 1

 1

 1

 2 

 1

 5

 6

20

 2

個数

 1

 1

 1

 1

 1

 1

 5

 5

 1

 1

 5

 2 

 5

 5

 1

 1

 1

形　　式4エアモータの故障対策
原　因

回転しない

故　障 対　策

ストップバルブが閉じている

空気圧が低下している

方向切換弁の故障

錆の発生

運動部分の焼付

ストップバルブを開いてください。

エアレギュレータの圧力を確認し、必要空気圧に設定してください。

切換弁を点検し、修理または交換してください。
電磁弁の場合は一度手動で操作し、コイルが焼損していないか確認してください。

エアラインの水分により、長時間休止した場合などに錆付くことがあります。
当社へ連絡してください。

出力軸が無負荷で空気圧をかけても回転しない場合は、ゴミのかみ込みもしくは
焼付と判断し、当社へ連絡してください。

空気圧が低い エアレギュレータの圧力を確認して､必要圧力に設定してください。
また圧力が上がらない場合､コンプレッサ容量が充分かどうか検討してください｡

流量調整弁の絞り過ぎ 流量調整弁を調整してください。

バルブや配管などの抵抗が
大きい

バルブの容量および配管径を再検討してください。
またできるだけエアモータの近くにバルブを取り付けてください。

過負荷 負荷を取り除いて､エアモータ単体で正規の回転がでるか確認してください｡
回転が出ている場合は､負荷が大きすぎるので､モータ容量を再検討してください｡

エアラインに水が混入して

いる

エアドライヤを設置するか、あらたにエアモータの近くにエアフィルタを設ける
かしてください。
また水が混入した場合、潤滑油の劣化も考えられますので、交換してください｡

エアフィルタの目づまり エアフィルタを定期的に洗浄してください。

必要な出力が

出ない

潤滑不良
（潤滑油切れ、または潤滑油
の劣化）

エアモータの潤滑油を新しいものと交換してください。
また、エアルブリケータの給油量を正規に調整してください。

運動部の摩耗が大きい

締付部がゆるんでいる

当社へ連絡してください。

すべての締付けボルトを確認し、増締めを行ってください。

異常音がする

極低速回転で使用している 減速機を設け、安定した回転域でご使用ください。

当社へ連絡してください。ゴミなどの異物のかみこみ
回転ムラがある
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極低速回転で使用している 減速機を設け、安定した回転域でご使用ください。

当社へ連絡してください。ゴミなどの異物のかみこみ
回転ムラがある
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